
事例紹介シート 
① 学校名 府立与謝の海支援学校 
② 教科 家庭科 

③ 単元名 ふれあい体験学習 

④ 目標 

・赤ちゃんの関わり方について学んだことを生かし、適切に接しようとする 
・お母さんへの質問をとおして乳幼児の生活の特徴に気付くとともに、世話を
する家族の思いを知る 
・命の大切さや重さを感じ、自らの存在や将来について考える機会とする 

⑤ 受講者 
高等部７組 生徒（７名） 
高等部８組 生徒（８名） 
高等部９組 生徒（７名） 

⑥ 内容 
 
・取組の特徴
や工夫 

・連携先 等 

１ 「事前学習」 
さまざまな家族のかたち 
・ライフステージと家族の役割について知る。 
・アニメや漫画の世界から、さまざまな家族のかたちについて知る。 
家族とのかかわり方。 
・自分の家族の相関図を作る。親や兄弟との関係性を客観的に考える。 
・子どもの発達と育児（大まかな成長の流れと遊びの大切さについて） 
※人形を使った実践 

・インタビュー内容を考える。 
 

２ 「ふれあい体験学習」 
子どもの発達と育児 
・子育てについてお話を聞く。 
・子育て中のお母さんにインタビューをする。 
・赤ちゃんと実際に接して触れ合う。 

 
はじめの挨拶 
「特定非営利活動法人まるっと丹育」の紹介 
・地域の子育て支援について知る。 

 
ふれあい体験学習 
・生徒がおもちゃを持ち、各グループに分かれて赤ちゃんと触れ合い 
ながらお母さんに順番に質問していく。 

 
終わりのあいさつ 

 
各教室にてまとめ 
・感想交流 
・お礼の手紙 

⑦成果・生徒
の感想等 

（生徒） 
・産まれた瞬間の気持ちを聞くと、無事産まれた喜びと同時に一気に安心し
て泣いてしまったと言っておられ、その嬉しさが伝わってくる話が聞けて
良かったと思いました。 

・どう接するのが正しいのかわからなかったが、赤ちゃんが安心できるよう
にすることができた。抱っこするときにずっしりとした重さに「命」を感
じることができ、良い体験になりました。 

・赤ちゃんを触れ合うときは低い姿勢を意識し、常に笑顔で接することを心
がけようと思います。 

・地域の小さい子どもと関わることがなかったのでとても楽しかったです。
今後地域の小さい子どもに少しでも関わりたいなと思いました。 

（保護者） 
・すてきな取組で参加したいと思い、申し込みました。 
 たくさん準備してくれていたことが伝わり、うれしく思いました。 
 次の機会も楽しみです。 
・生徒さんがとてもやさしく関わってくれました。 
私自身もよい経験になりました。 

 


